
入
場
無
料

午後１時開演（午後０時３０分開場）

１０2025年

/１２日
一宮市尾西市民会館 ホール

一宮市東五城字大平裏４３番地１

新茶屋海東流神楽太鼓（名古屋市）　
新茶屋神明社神楽保存会

えんちょこ獅子・銭太鼓（高浜市）　
高浜えんちょこ獅子保存会

山中八幡宮デンデンガッサリ（岡崎市）　
山中八幡宮デンデンガッサリ保存会

能田徳若万歳（北名古屋市）　
能田徳若万歳保存会

市場区常磐車祭り囃子（常滑市）　
常磐車を守る会

島文楽（一宮市）　
島文楽保存会

令
和
７
年
度

愛
知
県

民
俗
芸
能
大
会

一
宮
市
大
会

愛
知
県

民
俗
芸
能
大
会

一
宮
市
大
会

愛
知
県

民
俗
芸
能
大
会

一
宮
市
大
会

[交通案内] 
＜公共交通機関をご利用の場合＞
●JR東海道本線(名古屋駅 ⑤ ⑥番) にて 「尾張一宮駅」下車、 または名鉄名古屋本線にて 
「名鉄一宮駅」下車(JR新快速・名鉄特急で10～15分)、 一宮駅西口の名鉄バスターミナル
②番のりばからバス停「尾西庁舎」まで約15分
＜車でお越しの場合＞
●東海北陸自動車道（名古屋方面） 一宮西ICから約15分
●東海北陸自動車道（岐阜方面） 　尾西ICから約10分
《問合せ先》●愛知県県民文化局文化部文化芸術課文化財室(愛知県庁西庁舎8階) 

　愛知県名古屋市中区三の丸３丁目１‐２  TEL:０５２－９５４－６７８３（土・日・祝日を除く)
●一宮市博物館　
　愛知県一宮市大和町妙與寺2390　　TEL:０５８６－４６－３２１５（休館日を除く）

主催  愛知県／一宮市

入
場
方
法（
①
、②
の
い
ず
れ
か
）

①
入
場
整
理
券（
９
月
２
日
か
ら
配
布
）

　

配
布
場
所

　

・
愛
知
県
文
化
財
室（
愛
知
県
庁
西
庁
舎
８
階
）

　

・一
宮
市
博
物
館

　

・
尾
西
市
民
会
館 

ほ
か

②
オ
ン
ラ
イ
ン
申
込（
８
月
25
日
か
ら
受
付
）

　
「
あ
い
ち
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
」

　
（h
ttp
s://ttzk

.gra
ffer.jp

/p
ref-a

ich
i

）に
ア
ク
セ
ス
し
、

　
「
令
和
７
年
度『
愛
知
県
民
俗
芸
能
大
会
』入
場
申
込
」の

　

画
面
か
ら
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。

入
場
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①
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９
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２
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か
ら
配
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配
布
場
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・
愛
知
県
文
化
財
室（
愛
知
県
庁
西
庁
舎
８
階
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・一
宮
市
博
物
館

　

・
尾
西
市
民
会
館 

ほ
か

②
オ
ン
ラ
イ
ン
申
込（
８
月
25
日
か
ら
受
付
）

　
「
あ
い
ち
電
子
申
請
・
届
出
シ
ス
テ
ム
」

　
（h
ttp
s://ttzk

.gra
ffer.jp

/p
ref-a

ich
i

）に
ア
ク
セ
ス
し
、

　
「
令
和
７
年
度『
愛
知
県
民
俗
芸
能
大
会
』入
場
申
込
」の

　

画
面
か
ら
申
込
を
し
て
く
だ
さ
い
。



愛知県民俗芸能大会令和７年度 一宮市大会

山
中
八
幡
宮
デ
ン
デ
ン
ガ
ッ
サ
リ

・
山
中
八
幡
宮
デ
ン
デ
ン
ガ
ッ
サ
リ
保
存
会【
岡
崎
市
】

・
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財

　

山
中
八
幡
宮
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
お
田
植
え
神
事
で
す
。

　

歌
詞
の
初
め
に
、「
デ
ン
デ
ン（
田
ん
ぼ
田
ん
ぼ
）で
カ
ッ
サ
リ（
親
し
く
す
る
、合

祭･

交
会
）」と
い
う
意
味
の「
デ
ン
デ
ン
ガ
ッ
サ
リ
ヤ
ー
」と
唄
い
出
す
こ
と
か
ら

「
デ
ン
デ
ン
ガ
ッ
サ
リ
」と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

前
歌
・
後
歌
・
せ
り
ふ
・
所
作
に
よ
り
年
間
の
農
作
業
を
表
現
し
、天
候
の
恵
み

と
稲
の
豊
作
を
祈
願
し
ま
す
。

　

豊
作
を
表
す
大
鏡
餅
を
鎌
に
見
立
て
た
小
餅
で
刈
り
取
り
、牛
の
背
に
載
せ
蔵

へ
運
び
込
む
と
き
、豊
作
の
た
め
牛
が
重
さ
に
耐
え
き
れ
ず
倒
れ
る
所
作
が
特
徴

的
で
す
。

　

そ
し
て
、奉
納
を
終
え
て
そ
の
場
で
大
鏡
餅
を
細
か
く
切
っ
て
参
拝
者
に
餅
投

げ
を
し
ま
す
。こ
の
餅
を
食
べ
る
と
１
年
間
無
病
息
災
で
過
ご
せ
る
と
言
い
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

古
く
か
ら
伝
わ
る
神
事
で
、素
朴
さ
の
中
に
郷
土
農
民
の
魂
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

北
名
古
屋
市
の
能
田
地
区
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
御
殿
万
歳
で
、才
蔵
が
打
つ

鼓
の
お
囃
子
に
、太
夫
が
扇
で
舞
う
と
い
う
祝
福
芸
で
す
。

鎌
倉
時
代
に
長
母
寺（
現
名
古
屋
市
東
区
）の
名
僧
、道
暁（
無
住
国
師
）に
、味

鋺
村（
現
名
古
屋
市
北
区
）の
安
部
朝
臣
有
佐
の
次
男
で
あ
る
徳
若
ら
が
陰
陽

の
道
を
学
ぶ
か
た
わ
ら
万
歳
歌
を
教
わ
っ
た
の
が
、徳
若
万
歳
の
起
源
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

明
治
の
初
め
頃
、現
あ
ま
市
甚
目
寺
町
の
桂
五
郎
か
ら
、現
北
名
古
屋
市
能

田
の
長
瀬
幸
右
衛
門
な
ど
数
十
人
が
徳
若
万
歳
を
習
い
、こ
れ
が
今
日
の
能
田

徳
若
万
歳
の
始
ま
り
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

演
目
に
は「
陰
陽
五
穀
の
舞
」「
さ
っ
か
い
踊
り
」「
七
福
神
ば
や
し
」が
あ
り
、

中
央
の
太
夫
と
脇
の
才
蔵
達
、３
〜
７
人
で
演
じ
ま
す
。ま
た
、万
歳
の
口
上
は

能
田
徳
若
万
歳
の
大
き
な
特
色
の
ひ
と
つ
で
す
。

能
田
徳
若
万
歳

・
能
田
徳
若
万
歳
保
存
会【
北
名
古
屋
市
】

・
市
指
定
無
形
文
化
財

　

高
浜
市
の
森
前
地
区
で
伝
承
さ
れ
て
き
た
、二
人
立
ち
の
獅
子
舞
で
す
。

　

資
料
に
よ
る
と
、享
和
３
年（
１
８
０
３
）に
は
、当
時
の
高
浜
村
の
各
組
が

雨
乞
い
で
獅
子
を
奉
納
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。近
年
実
際
に
雨
乞
い
の
た
め

に
披
露
し
た
の
は
、平
成
６
年（
１
９
９
４
）の
大
渇
水
の
時
で
、明
治
用
水
土

地
改
良
区
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
獅
子
舞
を
し
た
夜
に
、少
し
降
雨
が
あ
っ
た
と

い
う
こ
と
で
す
。

　

現
在
伝
わ
る
え
ん
ち
ょ
こ
獅
子
の
演
目
は
、「
背
中
合
わ
せ（
立
）」、「
横
ダ

ケ
」、「
ヒ
ャ
ラ
ヒ
ャ
ラ
下
り
」、「
ネ
ジ
肩
」、「
宙
ゲ
リ
」、「
肩
車
」、「
背
中
合
わ
せ

（
両
膝
付
け
手
離
し
）」の
７
種
で
す
。ま
た
お
囃
子
は「
宮
入
り
」、「
銭
太
鼓
」、

「
オ
ン
バ
コ
ヤ
ー
」、「
獅
子
の
出
」、「
獅
子
の
舞
」の
５
つ
で
す
。

　

獅
子
が
２
人
ペ
ア
で
ア
ク
ロ
バ
ッ
ト
に
動
き
ま
す
。迫
力
あ
る
演
舞
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。ま
た
、お
囃
子
や
、着
飾
っ
た
子
ど
も
た
ち
に
よ
る
銭
太
鼓
踊
り
に
も
注

目
し
て
く
だ
さ
い
。

え
ん
ち
ょ
こ
獅
子
・
銭
太
鼓

・
高
浜
え
ん
ち
ょ
こ
獅
子
保
存
会【
高
浜
市
】

・
県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財（
え
ん
ち
ょ
こ
獅
子
）

　
一
宮
市
島
村
に
伝
え
ら
れ
た
、人
形
芝
居（
人
形
浄
瑠
璃
）で
す
。

　

慶
応
３
年（
１
８
６
７
）、葉
栗
郡
大
毛
村（
現
一
宮
市
大
毛
）の
野
々
垣
仙
右
衛

門
等
が
、現
岐
阜
市
芥
見
の
渡
辺
常
助
か
ら
人
形
を
買
い
受
け
ま
し
た
。し
か

し
、若
者
た
ち
が
夢
中
に
な
り
家
業
手
伝
い
も
し
な
い
こ
と
に
親
た
ち
が
立
腹

し
、明
治
の
初
め
に
葉
栗
郡
島
村（
現
一
宮
市
島
村
）へ
譲
り
ま
し
た
。譲
り
受
け

た
島
村
在
住
の
森
嘉
助
、彦
坂
嘉
左
衛
門
、岡
本
藤
右
衛
門
等
の
有
志
が
、大
阪

文
楽
人
形
遣
い
の
豊
松
清
十
郎
・
加
藤
要
、真
桑
文
楽（
岐
阜
県
本
巣
市
）の
桑
原

清
十
郎
等
に
指
導
を
受
け
ま
し
た
。

　

現
在
の
人
形
は
、明
治
初
年
に
岐
阜
座
か
ら
購
入
し
た
も
の
、名
古
屋
の
朝
比

奈
某
か
ら
購
入
し
た「
天
保
２
年
」銘
の
人
形
な
ど
百
数
十
点
に
な
り
ま
す
。

　

島
文
楽
は
市
の
無
形
文
化
財
、島
文
楽
人
形
36
体
は
市
の
有
形
民
俗
文
化
財
に

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

島
文
楽

・
島
文
楽
保
存
会【
一
宮
市
】

・
市
指
定
無
形
文
化
財

市
場
区
常
磐
車
祭
り
囃
子

・
常
磐
車
を
守
る
会【
常
滑
市
】

　

常
滑
地
区
の
祭
礼
で
は
、６
台
の
山
車
が
一
同
に
揃
い
、地
区
内
を
曳
き
廻
し
ま

す
。そ
の
中
の
１
台
が
市
場
区
の
常
磐
車
で
あ
り
、そ
こ
で
祭
囃
子（
山
車
囃
子
）

が
演
奏
さ
れ
ま
す
。

　

祭
囃
子
は
、「
道
行
き
囃
子
」と「
山
車
囃
子
」に
分
か
れ
、さ
ら
に
、「
山
車
囃
子
」

は
、「
昼
囃
子
」と「
夜
囃
子
」に
分
か
れ
ま
す
。

　
「
夜
囃
子
」に
は
か
ね
の
音
が
入
る
こ
と
が
特
徴
的
で
す
。祭
礼
当
日
の
夜
に
は
、

常
磐
車
は
赤
い
提
灯
に
彩
ら
れ
る
中
、「
夜
囃
子
」が
賑
や
か
に
奏
で
ら
れ
、祭
り
の

雰
囲
気
も
ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
ま
す
。

　

尾
張
南
西
部
の
農
村
地
帯
で
は
、江
戸
時
代
よ
り
、秋
の
大
祭
で
神
楽
屋
形
を

引
き
出
し
、五
穀
豊
穣
と
豊
年
万
作
を
祝
っ
て
村
中
を
回
る
行
事
が
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
、神
楽
太
鼓
が
披
露
さ
れ
ま
す
。

　

神
楽
太
鼓
に
は
、座
し
て
打
つ
太
鼓
と
、立
っ
て
打
つ
太
鼓
演
奏
が
あ
り
、座
し

て
打
つ
太
鼓
は
、檜
製
の
撥
を
回
転
さ
せ
た
り
、飛
ば
し
た
り
し
て
打
つ
曲
技
が

見
所
で
す
。

　

立
っ
て
打
つ
長
胴
太
鼓
は
、屋
形
の
上
に
置
か
れ
、太
鼓
の
皮
は
破
れ
る
寸
前

ま
で
き
つ
く
張
っ
て
あ
り
ま
す
。竹
を
細
く
割
っ
た
撥
で
打
つ
と
、非
常
に
高
い
音

が
鳴
り
響
き
、秋
の
晴
天
時
に
は
、一
里
先
ま
で
響
き
渡
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、主
に
座
し
て
演
奏
す
る
太
鼓
で
、曲
目
は「
神
楽
太
鼓
」、「
四
つ
節
」、

「
綿
寄
せ
」「
森
津
」の
４
曲
を
演
奏
し
ま
す
。

新
茶
屋
海
東
流
神
楽
太
鼓

・
新
茶
屋
神
明
社
神
楽
保
存
会【
名
古
屋
市
】

・
市
登
録
無
形
民
俗
文
化
財（
港
区
西
福
田
の
神
楽
屋
形
行
事
）


